
【2020年末の大掃除はどうだった？！】

コロナ前より年末大掃除による夫婦ゲンカが2.3倍！

コロナ前より“年末ワンオペ大掃除傾向”女性は減少傾向の一方、男性は約2倍に増加！

約15％が年末に親子ゲンカをしたと回答！

【2021年の大掃除はどうする？？】

今年は「大掃除する:90.5％」「大掃除しない/わからない：9.5％」

「大掃除を仕方なくやっている」女性（67％ ）男性（46%）が回答！

今年の大掃除。どうせやるならここを掃除する! 第一位は、「窓・サッシ・網戸」

【Appendix】 2020年×2021年 年末年始過ごし方の変化に関するレポート

今年の年末「旅行の予定アリ」の方、4倍！

年末年始は自宅で活動的に過ごす派多数！今年は「活動的インドア傾向」

【クリンネスト1級からのワンポイントアドバイス！】

大掃除重点箇所、第1位「窓・サッシ・網戸」のお掃除術をご紹介！！
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コロナ下の大掃除は、夫婦ゲンカが2.3倍！
コロナ2年目の今年。家族関係の変化を独自予想

「大掃除による家族関係の変化」レポート

株式会社グラフィコ（代表取締役社長CEO：長谷川 純代）は、2021年11月8日（月）～11月9日（火）

全国の20歳～60歳の男女211人を対象に、「大掃除と家族関係に関する意識」をインターネットリサー

チにて実施いたしました。

■調査背景
コロナ下以降2回目の年末を迎える中、ワクチン接種率の拡大を背景に、昨年とは違う年末を過ごす
方が多いと予想されます。そこで、コロナの影響で変わる年末の「家族関係の意識」調査と「大掃除
に関する意識」調査を行いました。年末大掃除に役立つお掃除術もご紹介いたします。

※本資料では、「コロナ下」はコロナウイルス感染拡大の状況下のこと、「コロナ禍」はコロナウイルス感染拡大の事象として表記しています。

【ＴＯＰＩＣ】

※本資料では、調査結果の比較参考資料として2020年自社にて実施した「20~60代既婚男女に聞いた「大掃除に関する調査」Vol.2」/「全国20歳～

60歳の男女330人に聞いた年末年始の過ごし方」調査リリースを使用しております。

♦引用・転載時のクレジット表記のお願い

本内容の転載にあたりましては、「オキシクリーン調べ」クレジットを付記の上ご使用いただきますよう、お願い申し上げます。



【設問 Q1】n=211
あなたは昨年末（2020年）大掃除に関して夫婦ゲンカをしましたか
※あなた方ご夫婦にとってのケンカの規模（激しさ、長引き方など）にあてはめてお答えください。
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コロナ下の昨年末（2020年）は40％以上の夫婦がケンカをした結果に。
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【比較】2019年末➡2020年末
あなたは大掃除に関して夫婦ゲンカをしましたか（単数回答）
※あなた方ご夫婦にとってのケンカの規模（激しさ、長引き方など）にあてはめてお答えください。

コロナ前より年末大掃除に関する夫婦ゲンカが約2.3倍に。

※参考資料元：「20~60代既婚男女に聞いた「大掃除に関する調査」Vol.2」/「全国20歳～60歳の男女330人に聞いた年末年始の過ごし方」調査リリース（n：840）株式会社グラフィコ調べ

（n=211）

▼コロナ前の2019年末と比べてみると・・・▼

昨年末（2020年）に大掃除に関する「夫婦ゲンカ」をした方は40%以上という結果になりました。
世代別に見てみると特に20歳～29歳の若年層夫婦が最もケンカの多い年末を過ごした模様です。
コロナ自粛のストレスによりケンカをするケースが増えたのかもしれません。

大掃除に関する夫婦ゲンカを同様の調査での結果でコロナ前の2019年末とコロナ下の2020年末で比較すると、
実に約2.3倍の方がコロナ下の年末で夫婦ゲンカをした結果となりました。
2021年末は自粛ムードがより緩和され、かつての年末風景に戻れば大掃除に関する夫婦ゲンカは減っていくの
かもしれません。



【設問 Q2】 n=211
あなたのご家庭の昨年末（2020年）の大掃除の分担についてお答えください(単数回答）
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【男性】 【女性】

大掃除を「すべて・ほとんど自分でやっている」と感じる女性は男性の2倍以上という結果に。

【比較】2019年末➡2020年末
あなたのご家庭の昨年末（2020年）の大掃除の分担についてお答えください(単数回答）
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すべて・ほとんど自分がやっている 配偶者や家族と分担していて、自分がやる分量が多い

配偶者や家族と分担していて、半分くらい自分がやっている 配偶者や家族と分担していて、自分がやる分量が少ない

すべて・ほとんど自分はやらない
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※参考資料元：「20~60代既婚男女に聞いた「大掃除に関する調査」Vol.2」/「全国20歳～60歳の男女330人に聞いた年末年始の過ごし方」調査リリース（n：840）株式会社グラフィコ調べ

コロナ前より男性の“ワンオペ大掃除”意識は増加傾向。一方、女性の“ワンオペ大掃除”意識はやや減少。
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▼コロナ前の2019年末と比べてみると・・・▼

昨年末（2020年）の大掃除において、ご自身が思う分担の多さを調査したところ、女性の方が男性に比べて
2倍以上「すべて・ほとんど自分がやっている」と感じているという結果になりました。
家庭内における“ワンオペ大掃除”状態を女性の4割近くが感じていることが明らかになりました。
こうした背景も夫婦ゲンカがコロナ下の昨年末に増えた要因かもしれません。

大掃除の分担に関する意識を同様の調査での結果でコロナ前の2019年末とコロナ下の2020年末で比較すると、
“ワンオペ大掃除”を感じている方は、男性が約2倍に増え、女性はやや減少した結果となりました。
コロナ下の昨年末に家庭の大掃除を例年よりも積極的に取り組む男性が増えたことにより“ワンオペ大掃除”を感じる
男性が増えたのかもしれません。

[男性]

[女性]



【設問 Q4】 n=63
あなたが大掃除に関して親子ゲンカをした理由にあてはまるものをお答えください。（複数回答）

【設問 Q3】n=211
あなたは昨年末（2020年）の大掃除に関して親子ゲンカをしましたか。（複数回答）
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※「ケンカはしなかった/当てはまる人はいない」回答者を除くグラフ

全体平均で約15%が年末に大掃除に関する「親子ゲンカをした」と回答。

大掃除での親子ゲンカの原因 TOP5

男性（n=35) 女性（n＝28)

１位 ご家族が大掃除を手伝わない/手伝いが足りないため 57.2%１位 ご家族が大掃除を手伝わない/手伝いが足りないため 64.3%

２位 自分ばかりが掃除をしているため 40.0%２位 自分ばかりが掃除をしているため 32.1%

３位 大掃除に時間がかかったため 34.3%３位 きれいにしてもすぐ汚れる・汚すため 28.6%

４位 きれいにしてもすぐ汚れる・汚すため 25.7%４位 大掃除に時間がかかったため 17.9%

５位 なかなか汚れが落ちないため 22.9%４位 汚れ残しがあったため 17.9%

大掃除に関する親子ゲンカの原因。男女共に「手伝わない」が圧倒的1位にと回答。

昨年末（2020年）に大掃除に関しての親子ゲンカ状況を調査した結果、全体平均で約15%の方が親子ゲンカ
をしたという結果になりました。傾向としては、ご自身のお子様。特に長男・長女とケンカが多い模様です。
親子ゲンカの内、「大ゲンカをした」割合が最も多かったのが「母親」という結果となりました。

昨年末（2020年）に大掃除に関しての親子ゲンカの原因を調査した結果、男性・女性の方共に「大掃除を手伝わな
い」または「手伝いが足りない」ことが原因がケンカにつながったという結果になりました。
2位の「自分ばかりが掃除をしているため」も男女共に同順位での結果になっている事から、ここでも“ワンオペ大掃
除”の実態が明らかになりました。
自粛ムードの年末になり例年よりもよりゆっくり過ごしたいお子様が増えた事による意識のすれ違いが親子ゲンカに
つながったのかもしれません。
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【設問 Q5】 n=211
あなたは今年の年末（2021年）に大掃除を行う予定はありますか。（単数回答）

今年の年末（2021年）90%以上の方が大掃除行う予定アリ。

【設問 Q6】 n=211
あなたの大掃除に対するお気持ち関してあてはまるものを教えてください。（単数回答）

「大掃除を仕方なくしている」女性（67%）、男性（46％）が回答。
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48.8%
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大掃除を必ずする

大掃除をする予定

わからない

【男性】

【女性】

今年の年末（2021年）の大掃除予定を調査した結果、90%以上の方が大掃除を行う予定があるという結果に。
年末の恒例行事として一年の終わりに生活環境をキレイにして新年を迎えたい方が今年も多いのかもしれません。

大掃除に関する意識調査を行った結果、「大掃除を仕方なくしている」と回答した方が、女性（67％）男性
（46%）という結果に。
年末の恒例行事としてのイメージが強い大掃除ですが、内心は“できる事ならやりたくない”と感じている
方が一定数いました。各家庭それぞれの事情がある中で大掃除を毎年、年末に行っているのかもしれません。



【設問 Q7】 n=119
あなたが大掃除が嫌いな理由にあてはまるものを教えてください。（複数回答）
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大掃除が嫌いな理由。圧倒的1位は「時間がかかる」その他項目では男女で違いも。

【設問 Q8】 n=211
あなたが今年末（2021年）の大掃除に重点的に掃除したい箇所にあてはまるものを教えてください。
（複数回答）

重点的に大掃除したい場所 TOP5(ｎ＝211)

1位 窓・窓のサッシ・網戸 51.2%

2位 キッチン（換気扇） 37.9%

3位 バスルーム（浴槽・床面・排水溝など） 34.6%

4位 キッチン（コンロ・レンジなど） 31.8%

5位 玄関（室内） 30.3%

今年の年末大掃除。重点的に掃除したい場所一位は「窓・窓のサッシ・網戸」

大掃除が嫌いな理由として男女共に「時間がかかるため」という結果になりました。
日常的に掃除をしない箇所を掃除する機会が多い大掃除は男女共に時間の感じ方が違うのかもしれません。
またその他項目では「自分ばかり掃除をしている」「手が荒れる」という理由が男性に比べ女性が顕著に
多い結果となりました。女性が感じる“ワンオペ大掃除”の実態がこちらでも明らかになり、冬の水回り作業の
辛さが同時に感じるのが大掃除の嫌いな理由なのかもしれません。

今年の大掃除に重点的に掃除したい箇所を調査した結果、二人に一人の割合で「窓・サッシ・網戸」と
いう結果になりました。窓の表面は定期的にケアをしていても細かいところは大掃除でまとめて掃除を
したいという方が多いのかもしれません。



【設問 Q10】 n=112
あなたが昨年末（2020年）年内に大掃除が終えられることができなかった・やり残しがあった理由として
あてはまるものを教えてください。（複数回答）

【設問 Q9】 n=211
あなたの昨年末（2020年）の大掃除状況に関してあてはまるものをお答えください。（単数回答）
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昨年（2020年）の大掃除。二人に一人が「やり残しがあり」
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大掃除をやり残する理由。一位は「時間がかかるため」

昨年末（2020年）の大掃除に関する調査をした結果、全体の50%以上の方が大掃除を「やり残しがある」
状態で年越しをしていることが明らかになりました。「やり残しがある」ある方の90%以上はそのまま大掃除を
終えていることから心残りのある年始を迎えているのかもしれません。

昨年末（2020年）の大掃除に関する調査をした結果、大掃除をやり残した理由の1位が「時間がかかるため」
という結果になりました。大掃除が嫌いな理由でも1位となった「時間がかかる」は大掃除をする上での大きな
問題となるため効率的な大掃除方法を知ることが必要かもしれません。





株式会社グラフィコ TEL ：03-5759-5292（直通） FAX 03-5759-5088
広報担当：田邊、村上 、八木、合原（ごうばる） mail：press@graphico.co.jp

ご質問などございましたら、ご遠慮なくご連絡いただけますと幸いでございます。何卒ご検討頂けますよう、宜しくお願い申し上げます。

大掃除におすすめ！酸素系漂白剤「オキシクリーン」

オキシクリーンは、酸素の泡で衣類のシミ・汚れを漂白・消臭（※１）
除菌（※２）する酸素系漂白剤です。衣類の汚れだけでなく、キッチン・
お風呂場・トイレ・洗面所・リビングなど様々なお掃除でご使用できます。

■商品概要

商品名：オキシクリーン 500g（左）
内容量：500g
メーカー希望小売価格：638円（税込）
販売チャンネル：全国のドラッグストア
ホームセンター、スーパーなど
★香料・界面活性剤不使用タイプ

商品名：オキシクリーンEX 500g（右）
内容量：500g
メーカー希望小売価格：748円（税込）
販売チャンネル：全国のドラッグストア
ホームセンター、スーパーなど
★洗浄成分（界面活性剤）をプラスした泡立つタイプ

■商品特長
①酸素の力で、漂白・消臭（※１）・除菌（※２）
②色柄物にも使える（※３）
③ツンとしたニオイがない
④衣類はもちろん、キッチンやお風呂、ベランダや玄関、お部屋の床など家中使える

※１・・・すべての汚れ・ニオイが落ちるわけではありません。
※２・・・布製品を1時間以上漬けおきした場合（すべての菌を除菌するわけではありません）。
※３・・・必ず洗濯表示をご確認の上、ご使用ください。

オキシ漬けにおすすめ！「酸素系漂白剤用漬け置きバック」

ガンコな汚れに
オキシ漬け！！

■商品概要
商品名：酸素系漂白剤用漬けおきバッグ
メーカー希望小売価格：1,718（税込）
バック本体：ポリエチレン、ナイロン
寸法：縦約350mm×横約450ｍｍ×マチ約180ｍｍ

■目安容量
・バスタオル：約1~2枚 ・Tシャツ：約6枚 ・ズボン：1枚
・うわばき：1~2足 ・スニーカー：1足（27センチまで）

オキシクリーンでのお洗濯方法として漬けおき洗いの「オキシ漬け」をご利用いただく
機会が増える中で、「漬けおきをもっと手軽に」を元に商品化しました。
袋の中身が見える設計で汚れ落ちがわかりやすく、持ち手のついた自立タイプなので
場所を選びません。使い終わった後は折り畳んでコンパクトに収納ができます。

mailto:press@graphico.co.jp


【Appendix】

コロナ下における年末年始への意識変化レポート

【比較】2020年予定➡2021年予定
【設問 Q12】あなたは今年の年末年始の休暇で旅行に行く予定がありますか。（単数回答）
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GOTOトラベルを利用して旅行する予定があったが中止した
GOTOトラベルを利用せずに旅行する予定があったが中止した
旅行に行く予定はない
まだなにも決めていない
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今年の年末年始は「旅行に行く予定アリ」の方は、昨年比4倍。

2020年末
2021年末

今年の年末年始の旅行予定に関する調査を行った結果、コロナ下の昨年（2020年）と比較すると4倍以上の方が
「旅行へ行く予定がある/あった」という事が明らかになりました。ワクチン接種が国内で広がる中、
人々の意識の中で遠方へ外出するハードルが徐々に下がって来ているのかもしれません。

コロナ下で2回目の年末を迎える中、ワクチン接種率の拡大を背景に、昨年とは違う年末年始を過ごす方

が多いと予想されます。そこで、コロナの影響で変わる「年末年始の過ごし方」と「2022年に向けた

人々の消費意欲」に関する調査を行いました。

【設問 Q11】 n=211
あなたは今年（2021年）の年末年始の休暇で帰省する予定がありますか。。（単数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

帰省する予定がある 帰省する予定があったが中止した 帰省する予定はない まだなにも決めていない

今年（2021年）の年末年始は「帰省予定がある/あった」方は、全体の47%。

今年（2021年）の年末年始の帰省に関する調査を行った結果、「帰省する予定がある/あった」という方は全体の
47%いることが明らかとなりました。約2人に1人は帰省する意識がある事から今年の年末年始は例年のような
状況に戻る傾向があるのかもしれません。



0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

例年より念入りに家の片付け・大掃除をする

運動・スポーツなどをする

例年より力を入れておせち料理をつくる

おもち・パン・お菓子をつくる

テレビや動画配信サービスを見る

ネットショッピングをする

寝る

働く（バイト・ボランティアなど）

カードゲームなどおもちゃで遊ぶ

近場の観光地に遊びに行く

山登りやキャンプなどアウトドアを楽しむ

その他

2019年 2020年

【比較】2020年予定➡2021年予定
【設問 Q13】あなたの今年（2021年）の年末年始の過ごし方であてはまるものをお答えください。（複数回答）

（n=330）（n=211）

今年の年末は、のんびりインドアから「活動的インドア」傾向へ。

今年（2021年）の年末年始の過ごし方の予定に関する調査を行った結果、コロ
ナ下の昨年（2020年）と比較すると、インドア思考は変わらないものの自宅で
アクティブに過ごす傾向顕著に増える結果となりました。
「力を入れておせち料理をつくる」方が昨年（2020年）と比較して約3倍に増え。
「おもち・パン・お菓子をつくる」が昨年（2020年）と比較して約2倍に増えま
した。今年（2021年）は帰省などによる来客が増える方が多いことが要因に
なっているかもしれません。
一方で、「テレビや動画配信を見る」 「寝る」方が昨年（2020年）と比較して
共に半数以上減という結果から今年（2021年）の年末年始はのんびりインドア
から活動的インドア傾向かもしれません。



【設問 Q14】（n=211)
あなたが2022年に行いたい「リベンジ消費」にあてはまるものをお答えください。
※リベンジ消費とは、コロナ禍の自粛ムードの中、これまでガマンしていたけどもこれから実行したいことを表現
した造語です。

2022年リベンジ消費。「国内旅行」が1位という結果に。
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2022年に向けた「リベンジ消費」に関する意識調査を行った結果、全体の約半
数以上が「旅行へ行きたい（国内）」と回答したことが明らかになりました。
一方で、 「旅行へ行きたい（海外）」は国内旅行意欲と比較すると約半数減とい
う結果から2022年以降も海外への渡航は慎重に考える方が多いのかもしれませ
ん。次いで、「ショッピングへ行きたい」「友人・恋人・家族などと外食、
飲み会をしたい」方が回答数の多さとして続いている結果から、コロナ前は
気軽に行えていた行動を取り戻し、コロナ前の日常に戻りたい意識が強いのかも
しれません。


